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I　巡検の趣旨

　本巡検は，2026年3月30日（月）に，学会太郎，地理花子，文京弥生（地理大）が企画・案内者となって実施された．参加者は案内者を含めて25名であった．以下，その概要を報告する．
　本巡検の趣旨は，東京に集中する地理学教室の立地傾向をたどり，地理学の「知の集積」について考察することをねらいとした．

II　日程・コース

3月30日（木） 9時00分本郷三丁目駅集合，16時00分渋谷駅解散．
　本郷三丁目駅―東京大学―筑波大学大塚キャンパス―お茶の水女子大学―茗荷谷駅―御茶ノ水駅―明治大学―法政大学―飯田橋駅―早稲田駅―早稲田大学―（昼食）―高田馬場駅―駒場東大前駅―東京大学駒場キャンパス―駒場東大前駅―下高井戸駅―日本大学―下高井戸駅―三軒茶屋駅―駒沢大学駅―駒澤大学―駒沢大学駅―渋谷駅
III　巡検の概要

　1.　東京大学からお茶の水女子大学
　3月30日午前10時に本郷三丁目駅を出発し，東京大学本郷キャンパスにおいて，資料を配布し，巡検の趣旨が説明された．まず，国立大学の地理学教室の発達を見るため，東京大学，筑波大学，お茶の水女子大学の構内を歩いて見学することにした．
　東京大学では，構内を歩きつつ，日本の地理学の発展について，詳細な説明がなされた．

謝　辞
　本巡検では，各大学のスタッフの方々の御協力をいただいた．ここに記してお礼申し上げます．

文　献
野間晴雄・香川貴志・土平　博・山田周二・河角龍典・小原丈明編2017．『ジオ・パルNEO――地理学・地域調査便利帖（第2版）』海青社．




改訂年日：2026年〇月○日


image1.png




